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ミットを図ること」（A.F. Alkhafaji, 1998, p. 5, p. 37 ;. D. Paas, 1996, 
p. 6）を意味する「ステイクホルダー・ガバナンス」（stakeholdergovern-
ance；利害関係者参加志向型企業統治）たる概念が浮上してくる cs.
Turnbull, 1997 ; D. Wheeler & M. Sillan泌， 1997）。
ここで言う「ステイクホルダー・ガ、パナンス」は，次のような有効性をもっ













あろうか。この点について有益な示唆を提供しているのが， A.F. Alkhafaji 
と R. A. Buchholz の見解があげられる（A. F. Alkhafaji,1989 ; R. 
Buchholz, 1995）。 Alkhafajiならびに Buchholzは，「伝統的モデル」
(Traditional Model)，「ヨーロッパ・モデル」（「共同決定モデル」） (European 
Model of Co-Determination）といった 2つのモデルを提唱した後，「ステイ
クホルダー・モデルJ(Stakeholder Model)を提示している（A.F. Alkhafaji, 















































〔出所〕 Alkhafaji, A. r. (1989) , p. 38.，および Buchhloz, R. A. (1995), p. 236 
26 ( 508) 
こうした「ステイクホルダー・モデル」を現実化するためには，それを実
践するための基本原則とこれに依拠した制度的枠組みが必要になってくる


















(Stakeholder Board of Directors）を創設することである CW.M. Evan 
















には，次の 2点の制度的構想があげられよう CC.D. Stone, 1976；谷本， 1990;
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